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の問題を抱えているが、何故企業は評価制度と重要の位置を置くのか、それには理由が

ある。評価制度は従業員の業績を改善し、そのうえに、企業の業績を向上させる。この企

業の業績を向上させる目的を前提として、評価制度はいろいろな方面の変化が必要である。 

従業員は昇進や昇格を求めている。昇進・昇格に伴い、高い給与を得ることができる。

同時に、より大きな仕事が与えられる達成感や満足感もある。昇進や昇格を求めている同

時に各自の強み、弱みを診断し、能力向上にも支えることができる。特に近年、グローバ

ル化が浸透しつつあり、成果主義へと移行する傾向が出ている。個人が達成した結果によっ

て昇進・昇格を与えるケースもある。しかしその昇進や昇格を決めることは人事評価のひ

とつの役割である。もし評価制度に対して、従業員の不満の割合が高いとすれば、会社内

の昇進や昇格はうまく行かないであろう。 

人事評価は人を動かすための究極のマネジメント手段だと言われる。人事評価は、従業

員一人一人の能力や実績を明確に把握して、任用、給与などあらゆる人事管理の基礎とな

るものである。人事評価に基づき適切な人事管理が行われる、適切な人事配置やメリハリ

のある給与処遇の実現に資することとなる。同時に、人事評価は、従業員個人の強みを把

握して、能力開発につなげる。先行き不透明なビジネス環境の中で、持続的な成長の推進

力を得るためには、評価者は人事評価制度への理解を深めて、運用に習熟することが不可

欠である。人は人を評価する、しかし人間の主観を「ゼロ」にすることができない。した

がって、評価者は会社のルールに従い、表面的には評価する。実は今まで上司好き嫌いに

よる評価して、昔の評価制度と同じ、現状はいまだに変わりがない。不透明な評価は人の

やる気を失わせる上に、不公平感や信頼感を失うなどマイナスの感情も職場に伝播させる。

業績に影響を与えるのも時間の問題である。一方、公平な評価は人のモチベーションを高

め、さらに上のレベルを目指し、経営の安定という結果になる。公正で納得性の高い評価

が存在すれば、社員のモチベーションも維持し続けることができるである。 

ここまで見てきたような人事評価の重要性と評価制度の問題をすると、その問題にたい

して、どのような改善すれば、人事考課制度はより健全できるかは課題である。人事考課

制度が機能不全に陥る理由は何か、企業理念や行動指針と評価要素をどう連動させるか、

公平な評価運用をどう実現するか、私は 

  

要旨 

1979 年に「一人っ子政策」が実施されて以来、中国で 90 年代に生まれた子供は、ほと

んどが「一人っ子」であった。現在、「一人っ子」の世代は結婚し、子育ての年齢になっ

ているが、多様な理由により親から離れて生活している場合が少なくない。 

例えば、中国内モンゴル自治区での筆者の友人 A は、10 年前に、両親が離婚し、独立

生活した後に、結婚したが、父親は病気で病院に運ばれて、母親は一人暮らししている。

また同じ中国内モンゴル自治区の別の友人 B は、幼少時に父親を亡くし、その後は母親

と二人暮らしをしていた。母親は１年前に交通事故で寝たきり高齢者になって、他に介

護をしてくれる人もおらず、年金と社会保険に加入してないので、雇用する経済力もな

い、子女の給料で、毎日母親を病院で介護していた。入院後、回復する可能性がないこ

とと同時に病院の手術料が高いため、Bの母親は退院せざるを得なかった。母親は子女に

迷惑をかけないように、自殺した。 

 1．研究背景 

「中国都市養老指数青書 2017」によると、中国は世界で人口が最も多い国というだけ

ではなく、高齢者の数も最多な国であることが明らかになった。また青書では高齢化が

各地域で深刻化しつつあり、中国は高齢化社会にすでに足を踏み入れているとしている。 

 高齢化がもたらす問題について、「中国都市養老指数青書 2017」では、「中国の年金支

出額は毎年増え続けており、平均して毎年前年比 22.84%増となっている。年金の支出は

歳入の増加を大いに上回り、支出の幅も収入の幅よりはるかに多い。これは国家財政に

とって極めて厳しい現状である。医療保障制度から見て、高齢者が消費する医療衛生資

源は普通の人の 3倍から 5倍である」としている。 

 現在、中国の人口の高齢化は、高齢者数の急激な増加と規模の拡大、寝たきり老人の

急激な増加などの問題をはらんでいる。そのため、社会の負担が重くなり、特に農村に

おける高齢者の介護問題が深刻になっており、高齢者世帯の空き巣化や一人暮らし高齢

者が急速に増えている。工業化、都市化、市場化といったプロセスが加速していく中で、

家族が支える力が弱まり続け、高齢化が経済や社会に与える深刻な影響がますます顕著

になりつつある。 

 2016 年末までに、中国の 60歳以上の高齢者数は約 2億 4000万人に達した。2050 年ま

でに中国の高齢者人口は 4億 8000万人に上り、世界の高齢者の 4 分の 1 を占めると見ら

れている。 

中国内モンゴル自治区の高齢化の現状 

内モンゴルは少数民族居住区であり、漢族が一人っ子政策実施後、内モンゴルの出生

率の低下も著しく、内モンゴルの人口の年齢構造に重大な変化が生じ、高齢者の人口の

割合が大幅に上昇し、高齢化の速度は早く、65歳以上の高齢者人口割合は 1982 年の 3.61%

上昇し、2014 年までの 8.81%である。国連による人口高齢化の基準によれば、内モンゴ

ルは 2007 年に高齢化が進んで、65歳以上の高齢者人口割合が 7.12%である。 
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